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Ⅰ はじめに 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「松本市子どもの権利に関する条例」を施行してから５年が経ちました。少子化が社会的な問題

となって久しい昨今、多くの自治体が少子化対策として「子育て支援」に取り組む中、本市では、条

例に基づき、「子どもの権利」という視点で、子ども自身の育ちに関わる「子ども支援」にも力を入

れて取り組んでいます。こうした取組みは、他市ではまだまだ進んでいない分野でもあることから、

有識者からは「ある意味チャレンジだ」とも言われています。 

 その取組みの一つが、まつもと子ども未来委員会です。未来委員会では、年齢も住んでいる地域

も違う子どもたち自らが、松本のまちづくりについて考え、話し合い、活動しており、交友関係を広

げながら子どもの意見表明・社会参加を促進しています。それだけでなく、こうした取組みは、子ど

もたちが自らの意見を表明し、それを受け止めてもらえること、相手の意見に耳を傾け、受け止め

られるようになることで、自己肯定感を育むことや、子ども自身の育ちにもつながると考えていま

す。 

 日頃、市民の皆様から本市の施策にご理解、ご協力いただいていることもあり、近年、本市は、民

間の調査機関から、成長の可能性等を全国的に高く評価されています。そうした中で、今期の未来

委員会では、「今よりもっといい松本を作ろう！」というテーマを考え、活動してくれました。未来

委員会の皆さんが見つけた「もっといい松本」にするための方法を、できることから実践し、全国で

最も魅力的な都市と言われるような「今よりもっといい松本」を、大人も一緒に目指していきます。 

 「子どもの権利」の取組みは、なかなか他の自治体に広がらない現状があります。未来委員会のよ

うに、子どもたちが本来持っている力を発揮し、成長していく場が広がっていくこと、そうした場

で活躍する子どもたちの力に大人が気付くことをとおして、「子どもの権利」に関する取組みが、県

内外に更に広がっていくことを期待しています。 

 

松本市長  菅谷 昭   

○ 松本市子どもの権利に関する条例 前文（一部抜粋） 

 

わたしたちは、「すべての子どもにやさしいまち」をめざします。 

１ どの子もいのちと健康が守られ、本来もっている生きる力を高めながら、社会の一員と

して成長できるまち 

２ どの子も愛され、大切に育まれ、認められ、家庭や学校、地域などで安心して生きるこ

とができるまち 

３ どの子も松本の豊かな美しい自然と文化のなかで、のびのびと育つまち 

４ どの子も地域のつながりのなかで、遊び、学び、活動することができるまち 

５ どの子も自由に学び、そのための情報が得られ、支援が受けられ、自分の考えや意見を

表現でき、尊重されるまち 

６ どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるまち 



  



Ⅱ 第４期「まつもと子ども未来委員会」実施要項 

  

１ 趣 旨 

  子どもにやさしいまちづくりを一層進め、子どもの意見表明や参加の促進を図るため、まつ

もと子ども未来委員会を開催するものです。 

 

２ 内 容 

子どもたちが、学校、地域、年代を越えて、市政や地域の課題について学び、解決に向けて意

見交換をするなど、活動をとおして自分たちが住むまちへの意識を高め、松本のまちづくりを子

どもたち自らが考えます。 

 

３ 対 象 

松本市内在住・在学又は市内で活動をしている１０歳（小学４年生）から１７歳（高校２年生

相当）まで（おおむね３０人程度を予定） 

 

４ 活動期間 

  平成３０年４月～平成３１年３月 

 

５ 主な事業 

⑴ 子ども未来委員会の開催と活動発表 

  ア 学習会 １５回開催 ４月から３月までの間、１カ月に１～２回程度開催 

  イ 施設見学会 ２回開催 ６月 

  ウ まちづくりについて市に提言 ８月 

  エ 子どもの権利フォーラムで活動発表 １１月 

 ⑵ 他都市との子ども交流事業に参加 

  ア 札幌市・奈井江町との子ども交流事業（札幌市） ８月 

イ 全国自治体シンポジウム（宗像市） １０月 

ウ 宗像市・福津市との子ども交流事業（松本市） １月 

⑶ 委員の興味・関心のある事業に参加・実施 

  ア 学都松本フォーラムへの参画 ９月 

  イ チャオ！バンビーニへの参画 １１月 

  ウ その他委員会で実施を決定したもの 

 

６ 参加者募集方法 

⑴ 市内小中高校へ募集チラシとポスターを配布 

⑵ 松本市公式ホームページに掲載 

 ⑶ ３月１日号広報まつもとで募集  



Ⅲ 第４期「まつもと子ども未来委員会」委員 

 

１ 総数   ３２名 

 

２ 内訳 

学  校 男   子 女   子 

小学生 

１９名 

５年生 

 ７名 
 ０名 開智、鎌田、芳川、梓川 ７名 

６年生 

１２名 

開智、旭町、島立、芝沢、 

芳川、山辺、明善、四賀 
９名 筑摩、梓川、附属 ３名 

中学生 

１２名 

１年生 

 ７名 
高綱、山辺、梓川、秀峰 ５名 筑摩野、波田 ２名 

２年生 

   ２名 
 ０名 松島、筑摩野 ２名 

３年生 

 ３名 
 ０名  松島、秀峰 ３名 

高校生 

 １名 

２年生 

 １名 
深志 １名  ０名 

 

３ 名簿                        （５０音順、◎委員長 ○副委員長） 

学 校 氏    名 

小学生 

青山
あおやま

 飛眞
ひゅうま

、浅井
あ さ い

 悠
ゆ

衣
い

華
か

、○阿部
あ べ

 康
こう

介
すけ

、市川
いちかわ

 真帆
ま ほ

、井箟
い の う

 莉乃
り の

、内川
うちかわ

 和香
の ど か

、 

上條
かみじょう

 未翔
み う

、小手川
こ て が わ

 悠人
ゆ う と

、澁谷
し ぶ や

 綸
りん

、菅原
すがはら

 彩奈
あ や な

、高田
た か だ

 莉子
り こ

、滝澤
たきざわ

 智貴
と も き

、 

千野
ち の

 大樹
だ い き

、中澤
なかざわ

 愛叶
あ い と

、永本
ながもと

 涼夏
す ず か

、橋本
はしもと

 昂
こう

賢
けん

、藤川
ふじかわ

 翠
みどり

、藤
ふじ

﨑
さき

 悠理
ゆ う り

、宮島
みやじま

 陸
りく

 

中学生 
糸井
い と い

 豊哲
よしあき

、大槻
おおつき

 幸貴
こ う き

、小澤
お ざ わ

 樺音
か の ん

、小野
お の

 結羽
ゆ う

、◎木島
き じ ま

 凜
りん

太郎
た ろ う

、胡桃澤
くる みさわ

 実彩
み さ

、 

○鈴木
す ず き

 柚葉
ゆ ず は

、滝沢
たきざわ

 夏
か

菜
な

、永本
ながもと

 夏樹
な つ き

、西沢
にしざわ

 知彦
ともひこ

、○根本
ね も と

 怜奈
れ い な

、古屋
ふ る や

 采音
あ や ね

 

高校生 楠
くすのき

 裕人
ひ ろ と

 

 

  



Ⅳ 委員会開催状況 

回 期  日 内    容 

１ ４月２２日（日） オリエンテーション 

２  ５月１３日（日） 正副委員長決め、テーマ決め 

―  ５月２７日（日） 市内見学（ごみ拾い活動）（松本城、縄手通り、市立博物館等） 

３  ６月１０日（日） 活動内容検討 

―  ６月１７日（日） 市内見学（ごみ拾い活動）（上高地） 

４  ７月 ８日（日） ごみ問題について学習、ごみ拾い活動の計画 

５  ７月２２日（日） ごみ拾い活動 

６  ８月 ９日（木） 市議会出前講座、市議会議員との意見交換会 

７  ８月２６日（日） 交通ルールについて学習、札幌子ども交流事業の報告 

８  ９月 ９日（日） 行政相談委員出前講座、提言準備（グループ分け） 

―  ９月２３日（日） 
学都松本フォーラム（分科会「楽しい学校ってどんなとこ

ろ？」） 

９  ９月２９日（土） 提言準備（グループ分け） 

１０ １０月１４日（日） 提言準備（原稿作り、発表練習（プレ提言）） 

１１ １０月２８日（日） 提言準備（資料作り、原稿作り） 

― 
１１月 ３日（土・祝） 

～４日（日） 
子どもの権利条約フォーラム 2018 inとちぎ 

１２ １１月１１日（日） 提言準備（資料作り、原稿作り、発表練習） 

臨時 １１月１８日（日） 提言準備（発表練習） 

― １１月２３日（金・祝） チャオ！バンビーニ（「ねこはしる」開演前パフォーマンス） 

― １１月２５日（日） 
提言本番（第３５回松本市青少年健全育成市民大会・「松本子ど

もの権利の日」市民フォーラム） 

１３ １２月 ９日（日） 
提言のふり返り、松本市こどもにやさしいまちづくり委員会と

の意見交換会 

１４  １月２０日（日） 委員会のルール作り、来期委員会に向けた募集方法の検討 

１５  ２月 ３日（日） 公共施設再配置計画について、委員募集チラシ作り 

１６  ２月２４日（日） 委員募集チラシ作り 

１７  ３月１０日（日） 委員会のルール作り、まとめ 

 

  



Ⅴ 活動内容 

 

１ 活動のテーマ決め 

  第４期委員会では、話合いだけでなく、実際に活動することをとおして、まちづくりについて

考えていくことにしました。そこで、第２回委員会で、活動の内容を考え、内容のイメージが固ま

ってから、活動テーマを決めることにしました。 

 ⑴ 松本の「いま」を考える 

   松本の「いま」を考え、委員が取り組みたいと思う活動、取り組むべきだと思う活動を絞り込

むため、松本の良い所、悪い所、必要な取組み、取組みの結果期待できる効果を考えました。 

 

 ⑵ 活動内容の検討 

   ⑴をもとに、活動内容を改めて話合い、次の３つが提案されました。 

 

 

 

   この３つのうち、多数決で優先順位をつけ、ごみ拾い活動、ポスター・パンフレット作り、募

金活動の順で取り組むことにしました。 

⑶ 活動のテーマ 

   活動内容をもとに、どんなテーマで活動していくかを話し合いました。 

 ① 良い所 ② 悪い所 ③ 必要な取組み ④ 期待できる効果 

PR 外国人が多い。 観光客に分かりや

すい看板がない。 

観光客向けの看板

やポスターなどを

作る。 

観光客が松本のこと

をくわしく知ること

ができる。 

外国人観光客が多

い。 

市街地以外の観光

地の看板や案内が

少ない。 

松本アンバサダー

を募集 

松本のいろんな観光

地を知ってもらえ

る。 

環
境 

公園がたくさんあ

って、子どもが楽し

く遊べる。 

公園のトイレが汚

い。 

ゴミが落ちている。 

公園のトイレそう

じ 

公園のゴミ拾い 

子どもがさらに楽し

く遊べる。 

松本城は国宝 ゴミがある。 ゴミ拾い 松本城がきれいにな

る。 

昔の建物がある。 ゴミや汚れがある。 そうじをする。 建物をきれいに残せ

る。 

マ
ナ
ー 

自然が美しい。 交通マナーが悪い。 交通ルールを守る

ようによびかける

ポスターを作りた

い。 

事故を減らせる。 

安全に暮らせる。 

・ 観光客向けの、マナー向上ポスター・パンフレットを作り 

・ ごみ拾い活動 

・ 募金活動 



   まず、テーマのキーワードを出し合い、そこからテーマを考えてみることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①から⑥の案で多数決を行った結果、②を選ぶ委員が最も多かったため、委員会のテーマは、

②に「！」をつけて、「今よりもっといい松本を作ろう！」になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市内見学会 

  松本市について学び、理解し、活動を更に深めるため、松本市の歴史や文化、自然等について、

市内の見学を行いました。今期は、散策に合わせてごみ拾い活動を行いました。 

 ⑴ 第１回（まちなか散策（松本城、縄手通り、中町通り等）、市立博物館） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員から発案されたキーワード（一部）】 

・ 松本  ・ 美しい     ・ 大切     ・ 自然  ・ Matsumoto 

・ 国際性 ・ 暮らしやすく  ・ もっと知ろう ・ 地域に貢献 

・ 来たくなる         ・ 住みやすい 

【キーワードをもとに考えたテーマ】 

① もっといい Matsumotoを作ろう！ 

② 今よりもっといい松本を作ろう 

③ 松本をもっときれいにして観光客を増やそう 

④ Matsumotoを活性化し、住みやすく、来たくなる、豊かな場所にしよう 

⑤ いろんな世代が暮らしやすくなるような松本を創り上げよう 

⑥ まいにち少しずつ つみかさねを大事に もっとよい町に ともに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 第２回（上高地での環境保護学習、上高地散策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員からの感想】 

・ 動物に荒らされないための工夫として、ごみ箱の蓋が重くしてあった。 

・ 水がきれいで澄んでいた。 

・ 川原の砂を３０cmくらい掘ってみたが、水は出なかった。水を引き出すのには大変な

苦労があると思った。 

・ 風穴の仕組みが知りたい。 

【委員からの感想】 

○ 見学場所・内容について 

・ 仕事でお金をもらうのではなく、ボランティアで松本城のことを他県や外国の人に伝

えている人たちがすばらしいと思う。 

・ 外国人観光客がたくさんいた。 

・ 市立博物館は、戦争していた時代のことや文化のことなど、昔のことがいろいろ展示

されていて心に残った。 

・ 中町通りは車が多く、事故が起きないか心配だった。 

○ ごみについて 

・ 縄手通りはごみが少なかったが、広場になっているところにはたくさん落ちていた。 

・ 松本城には人がたくさんいたが、城内にはごみはひとつも落ちていなかった。 

・ ごみが落ちている場所は、どうしてそこに落ちているのか、理由があると思う。 

・ 落ちていたごみは、紙類が多かった。 

・ 見学のときだけではなく、普段の委員会でごみ拾いをした方が良い。 

○ これからの活動に活かせること 

・ ごみが落ちているということは、観光客が多い証でもあるが、マナーを守れていない

ということだと思う。 

・ ごみを自分で拾うことが身につくようにしたほうが良い。 

・ ごみが落ちていない場所が多い分、ごみが落ちている場所は目立ってしまう。 



３ テーマに関する学習・活動 

⑴ ごみ問題に関する学習 

委員会が進行していくなかで、「もっとごみ拾い活動に集中して取り組んだ方が良い」という

意見が出され、今期は他の活動よりもごみ拾い活動に集中して取り組むことになりました。 

集中的なごみ拾い活動に向けて、松本市の環境問題について、市役所環境業務課の職員を講師

として学習会を行いました。ごみの分別の仕方のほか、次のことを学習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学んだことをごみ拾い活動に活かすため、ごみ拾い活動を安全に、気持ち良く行うために、ご

み拾いのルールを決めました。 

 

 

 

あがたの森周辺、パルコ周辺、駅前周辺の３つのグループに分かれることにし、コースを次頁

のとおり決定しました。 

  

・ 不法投棄は、川沿いや山の中に多い。 

・ 松本市のごみの量は、昭和４０年頃、冷蔵庫やプラスチックの普及により増えているが、

平成１７年頃に出版物がデジタル化されるようになってからは、少しずつ減っている。 

・ 長野県は、ごみを出す量が少ない都道府県ランキングで３年連続日本一。 

・ 長野県の中で、松本市はごみの量が６番目に多く、県内の「市」の中では最も多い。 

・ ごみをただ捨てていると、ごみ処理のお金がかかったり、最終処分場が足りなくなった

り、異常気象の原因になったりするので、ごみを減らし、資源として活用することが必要。 

・ ごみを減らすには、Reduce、Reuse、Recycleの３Ｒが重要。 

・ 市民の人、観光客の人に元気よくあいさつをする。 

・ ごみの分別ルールや交通ルールを守る。 

・ 勝手にお店の中に入ったり、公園で遊んだりしない。 



 

  あがたの森周辺コース 

パルコ周辺コース 

駅前周辺コース 



⑵ ごみ拾い活動 

   作成したコースで、ごみ拾い活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   活動終了後、振返りを行ったところ、下記のとおり意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 交通ルールに関する学習 

市内見学やごみ拾い活動の際に、松本市の交通マナーが悪いという意見が上がったほか、新聞

のコラムに松本の交通マナーが悪いと書かれていたことを受け、松本市交通安全・都市交通課の

職員を講師として、交通マナー、交通ルールについての学習会を開催し、次のことを学びまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ごみが落ちていた場所について】 

・ ベンチの下や花壇の中、狭い道、建物と建物の間などの見えにくいところ 

・ お店のまわりや喫煙所、駐車場など人が立ち止まるところ  など 

【どんなごみが多かったか】 

・ たばこの吸い殻 

・ ペットボトルや空き缶 など 

【ごみをなくすにはどうしたら良いか】 

・ ごみ箱を設置する 

・ ポスターで呼びかける など 

【ごみ問題以外で気が付いたこと】 

・ 交通ルールを守らない人がいた（自転車の右側通行、歩行者の信号無視など） 

【自転車について】 

・ 松本市内の自転車事故のうち、けがをした人がいた事故の数は約８，０００件。けが

のない事故の数は、その７倍とも言われている。松本市の自転車事故は、県内でも多い。 

・ 小学生から高校生までの子どものうち、自転車事故が一番多いのは高校生。特に、高

校１年生の事故は、新生活に馴染んできた５月～６月が多い。 

・ 自転車事故の原因のほとんどが、車ではなく、自転車に乗っている人のルール違反。 

・ 自転車は車に分類されるので、ルールが多く難しいが、ルールが分からなくなった時

は、自転車から降りて、「歩行者」になると良い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、交通マナーの向上について意見交換を行い、次のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良いところ】 

・ ゆずり合い運転ができている人もいる。 

【悪いところ】 

・ 横断歩道で手を挙げても車が止まってくれない。 

・ 横断歩道ではないところを渡る人がいる。 

・ 車からタバコの吸い殻などをポイ捨てする人がいる。 

【マナーを良くするために市や大人にしてほしいこと】 

・ 一人一人の意識を向上するために、市からの呼びかけを増やす、パンフレットを配る

（配る場所を工夫する）、学校などでの交通安全講習会を増やす（勉強したことは、子ど

もから保護者に伝える）。 

・ 「○○すると罰せられます。」などの看板を立てる。 

・ ティッシュ配りをする。 

【マナーを良くするために子どもたちでもできること】 

・ 交通ルールやマナーを守る。 

・ 家族や友だちがルール違反をしていたら、注意する。 

・ ポスターを作る。 

【自動車（松本走り）について】 

・ 「松本走り」とは、松本の運転マナーの悪さを言う言葉で、例えば、対向車があるの

に、強引に右折すること、信号が青に変わる直前に発進し、先に右折してしまうことを

言う。 

・ 「松本走り」の原因は、譲り合いの気持ちの欠如や、右折ドライバーの「早く右折し

なければ後続車に迷惑がかかる」という遠慮の気持ち。 

【まとめ】 

自転車の事故も「松本走り」も、改善するには「ゆずり合い」が大切。まだ車を運転でき

ない子どもでも、自転車を「運転する」ときに、自分の命を人任せにしないで、「止まる・見

る・がまんする」を合言葉に、自分で安全確認することが大切。 



⑷ 行政相談員出前講座 

   まちづくり学習の一環として行政相談員の出前講座を受講し、下記のことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市議会出前講座・意見交換会 

  まちづくり学習の一環として、市議会出前講座と意見交換会を行いました。市議会からは、広

報部会に所属する議員９名が参加しました。 

 ⑴ 学習会 

   まず、５グループに分かれて、市議会の仕事や仕組みについて、次のとおり学習しました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 水道や学校、図書館などの管理と運営は「松本市」の仕事。松本市の仕事のことを、市

民全員で話し合うことはむずかしいので、学校の学級長やクラス委員がクラスの代表とし

て話合いをするように、議員は、市民の代表として選挙で選ばれて、話し合いをしている。 

・ 議員は、市の仕事が正しく行われているかチェック、松本を良くするための提案などを

していて、市民の意見をよく聞いて活動している。 

・ 松本市には、３１人の議員がいて、そのうち女性は８人、男性は２３人いる。 

・ 市に頼み事があるときは、請願や陳情という方法で、誰でも市議会に意見を出すことが

できる。 

・ 「行政」とは、国、都道府県、市町村の役所のこと（松本市では、「松本市役所」）で、

みんなが共同で使うものを作っているほか、無料（または安価）でないと困る仕事をして

いる（例：通学路を通る度に通行料をとられたら困るので行政が道路を管理する）。 

・ 水道の管理は水道局、道路の整備維持は国・県・市、学校教育は松本市教育委員会など、

「行政」は毎日の生活に関わっている。 

・ 赤ちゃんが生まれたときには市町村に出生届を出す、結婚したときは市町村に婚姻届を

出す、家を建てたときは法務局に届け出る、年金をもらうときは年金事務所で手続きする

など、人の一生にも「行政」が関わっている。 

・ 行政相談委員とは、「行政」について、相談を受け、解決のために活動してくれる人のこ

と。例えば、これまでに、自転車がスピードを出して危険な坂道があるとの相談を受け、

スピードの出しすぎに注意する看板を設置したり、歩道橋のコンクリートが剥がれていて

危ないとの相談を受け、きれいに直してもらったりしている。 



 ⑵ 議場見学 

   続いて、議場見学を行いました。議長席などから議場がどのように見えるのか、実際に着席

させてもらうなど、議場の雰囲気を味わいながら、次のことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 意見交換 

   最後に、グループごとに「今よりもっといい松本」を作るには、どうしたら良いかをテーマに

意見交換を行いました。「あこがれの松本」の姿を考え、どうしたらその姿に近づけるのか、分

からないことは議員に教えてもらい、考え方のヒントをもらいながら意見交換を進めました。 

班 あこがれのまち そのためにどうしたらいいか 

１ 緑を増やす→みんなが幸せになる 

市民や観光客が緑を楽しめる 

プランターを設置する。 

公共施設やまちなかに木を植える。 

２ 自然豊かなまち 

交通ルールが守られているまち 

交通の便がいいまち 

安心して暮らせるまち 

住みやすいまち 

まちなかに花を増やす。 

道路を広くする。 

 

３ 世界一きれいなまち松本 道が狭くて危ないので、広げる。 

ごみ箱を置く。 

空港や駅で観光客に配るパンフレットに、ごみを

捨てないように書く。 

４ 自然と共存できる松本 

豊かな自然を後世に残せるまち松本 

市民がごみ分別を理解できる松本 

みんなが意識してきれいにできる松本 

 

【自然】各家庭で一鉢運動を行う。 

マツクイムシの薬をまく。 

【ごみ】ごみ分別のチラシをつくる。 

学校でごみの分別を教える。 

ごみ拾い運動を定期的に地域で行う。 

・ 議場では、理事者（市長など）と議員とが向かい合うように座る。 

・ 議員の席順は、後ろの席ほど、長い間議員をつとめている人になっている。 

・ 議場の中心にある演台で話している人の顔がよく見えるように、モニターが設置されて

いる。 

・ 議会を見たい人は、だれでも傍聴席から議会を見ることができる。 



班 あこがれのまち そのためにどうしたらいいか 

世界中に知ってもらえる松本 

市民や観光客に喜んでもらえる松本 

【観光】国ごとの松本のパンフレットを作る。 

外国語の松本 PR動画を作る。 

SNS映えスポットを作る。 

５ 美しい松本 

・今の松本の良いところ：住みやす

い、花がいっぱいある、山にかこまれ

ている、水を飲む場所が多い 

・今の松本の悪いところ：ごみのポイ

捨てがある 

ごみ拾い登校を広める。 

ごみのポイ捨てが多いので、お店などにポスター

を貼る（外国人向けに、イラストでわかりやすく）。 

 

 ⑷ 委員からの感想 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出前講座について】 

・ 議員は市民の意見を大切にしていることが分かった。 

・ それぞれの委員会について、もっとくわしく知りたいと思った。 

・ 請願と陳情の意味を知ることができた。お願いがあれば、国籍や年齢に関係なくでき

ると聞いて、おどろいた。 

・ 議員の仕事は、未来委員会と似ていると感じたり、違うと感じたり、市議会の仕事を

知ることができた。 

【意見交換会について】 

・ 緑を増やしたいという意見が多かった。 

・ ポイ捨て禁止の条例があることが分かったが、あまり知られていないので、もっと広

めてほしい。 

・ 普段考えられない大人目線での意見を聞けた。議員さんだからわかる話や、議員の意

見から新発見があった。 

・ 「ごみ拾い登校」が気になった。 

・ 本当にごみ箱は設置できるのか考えたい。 



５ 市長提言 

 ⑴ 準備 

これまでの活動をもとに、１１月２５日（日）に行う市長提言に向けて、「活動紹介」「ごみ問

題の提言」「交通ルールの提言」の３グループに分かれて発表内容のまとめや発表練習等を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 市長提言 

   第３５回松本市青少年健全育成市民大会・「松本子どもの権利の日」市民フォーラムにおいて、

市に提言を行いました。 

  ア 日時   １１月２５日（日） 午後１時３０分～３時４５分 

  イ 会場   松本市勤労者福祉センター 大会議室 

  ウ 出席者  まつもと子ども未来委員会 委員２２名 

        松本市長、松本市教育長、環境部長、こども部長、交通安全・都市交通課長 

        （ほか、一般参加者（観覧者）約２００名程度） 

  ※ 提言の内容（使用したスライド）については、３０～３５ページのとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 市からのコメント 

   提言に対し、市長を始め、市関係部課長から次のとおりコメントをもらいました。 

  ア 市長 

・ 松本のことを真剣に考えてくれたみんなが、これからの松本を背負ってくれることを、う

れしく思います。提言に対する細かい部分は、担当している部長や課長からのコメントのと

おりです。話のあったとおり、できることから始めていきたいと思います。 

   ・ ごみ問題について、観光客は、松本を「クリーン・シティだ」と言います。ごみのポイ捨

てに気が付いたみんなは意外だと感じると思います。私も、「松本はきれいなまちなのでな

く『市民がきれいにしているまち』だ」と言い直すようにしています。 



   ・ 交通ルールの問題について、「松本走り」という言葉がありますが、本当は松本だけの問

題ではなく、他のまちでも同じようなルール違反の問題があるようです。ただ、松本の場合

は城下町なので道がせまく、複雑になっています。道を広げるのはとても大変なので、まち

の中は、車ではなく、公共交通機関を使ってもらうように進めています。 

・ 自転車の事故も問題になっています。特に、高校生は、スマホを使ったり音楽を聞いたり

しながら自転車を運転していることもあり、事故が多いです。交通事故にあうと、体に麻痺

が残ることや死んでしまうこともあります。日本は、ただでさえ子どもが少なくなっている

のに、事故のせいで子どもが健康でいられなくなることは、別の大きな問題にもつながりま

す。大人も気をつけますが、事故にあわないよう、自分でも気をつけてほしいと思います。 

・ 提言してくれたことを、ゆっくりでも粘り強く進めていくことは、市民にも観光客にも魅

力的なもっといい松本を作ることにつながると思います。自分が住むまちに誇りを持つに

は、大人も子どもも自分の問題として意識し、責任を持って行動することが大切です。 

・ 実は、松本は、全国的にも評判が良いまちです。民間の調査機関によると、東京や大阪な

どの大きなまちもあるなかで、松本は昨年、全国で８位でした。今年は１３位で、「生活や

居住」「環境」というテーマだけで見ると２位です。提言された問題を直せば１位になるだ

ろうと思います。そうしたら、一度松本から出たとしても、松本に戻ってきてください。 

  イ 教育長 

・ まず、未来委員会に自分で参加してみようと思い、行動してくれたことが素晴らしいと思

います。新しい人と新しいことを学び合うことはとても大切です。これからも、自分で行動

して、考えられる人になってほしいと思います。 

・ ごみ問題については、目の前のことからもっと奥にあることを少しずつでも探っていた

だきたいと思います。プラスチックごみが海に流れ着いてしまう話がありましたが、これ

は、海で起きている遠い問題ではなく、身の回りの川や山から汚染は始まっているのです。 

・ 交通ルールについても、横断歩道が少ないなど、車中心の社会で、人として暮らしにくい

ところがあると思います。しかし、これからは人間中心の社会に変わっていくだろうと思う

ので、自分たちがどう参加していくかを考えてほしいと思います。 

・ 今回提言してくれた２つのことは、学校や地域でも話し合ってみてほしいと思います。松

本は、市民全員で良いまちを作るように取り組んでいます。みんなのような人がまちづくり

に加わってくれれば、心強いと思っています。 

  ウ 環境部長 

   ・ ごみ問題は生活の一部ではありますが、奥が深い問題で、特にポイ捨ては昔からある大

きな問題です。人の生活が豊かになるにつれて、ごみは増えています。昔から松本の人は、

「自分のまちは自分でなんとかする」という気持ちがあり、ごみ拾い運動には多くの人が

参加してくれますし、学校や町会、会社でも取り組んでくれています。「市民がきれいにし

ているまち松本」が定着していると思います。 

・ 観光客からも「松本はごみが少ないきれいなまち」だと思われていますが、みんなが気付

いてくれたように、よく見るとごみが落ちています。 

・ 分別できるごみ箱を増やそうという意見がありました。ごみ箱があると分別せずに捨て



てしまうので、今は、家に持ち帰って分別して捨ててもらうことを基本に取り組んでおり、

公園などにはごみ箱はほとんど置いていません。 

・ たばこの吸殻はごみの問題だけでなく、健康の問題でもあります。たばこの煙の健康への

害を防ぐためにも、たばこを吸える場所と吸えない場所を分けるのは大切です。吸える場所

には、きちんと捨ててもらうための吸殻入れも必要です。投票箱型の吸殻入れのアイディア

もおもしろいと思います。いろんなアイディアを大切にして考えていきたいと思います。 

・ 松本には焼却場も埋め立て場もあるので、ごみはなぜ発生して、どう処理されるのか見て

いただきたいと思っています。ごみ問題は、世界共通の課題でもあるので、ぜひ、つきつめ

て考えていってほしいと思います。 

  エ こども部長 

・ 発表を聞いて、自分のマナーを見返す機会になりました。特に交通ルールの発表で、「子

どもがルールを守っているのに大人が守っていない」という言葉には考えさせられました。 

   ・ 交通ルールについても、ごみ問題についても、子どもの方がマナーが良いと思います。ど

うして大人になるとルールやマナーを守れなくなってしまうのか考えてみると、まわりの

大人がマナーを守っていないのに、自分だけ守ることが恥ずかしくなって、無意識で違反

しているのだと思います。 

   ・ 無意識で違反する人にルールやマナーを守ってもらうには、今日のように、大人が子ど

もに気付かされることも効果があると思います。警察の取締りもお願いしたいと思います

が、警察もずっと見ているわけにはいきません。警察が見ていない所で違反してしまえば

同じなので、一人一人が自分で気付いてマナーを守れるようにしていくことが必要です。

そのためにも、子どもたちの意見を大人が聞く、今日のような機会が大切だと思います。 

   ・ みんなには、「子どもにやさしいまち」を作るために、いつも活動してもらっていますが、

ごみ問題を解決するまち、交通ルールを守るまちは、子どもだけでなく、すべての人にやさ

しいまちだと思うので、引き続き良い意見を聞かせてほしいと思います。 

  オ 交通安全・都市交通課長 

・ 取り締まりの強化という意見がありました。「強化」というものは、ただ何回も回数をこ

なすのではなく、事故の多い場所や時間などをよく分析して、いつどこで取締りをやるのが

効果的なのかを考えることが重要です。ただ、取り締まりは、市役所ではなく警察の仕事な

ので、今回の意見は責任をもって警察に伝えておきます。 

   ・ 地域の放送や宣伝車で呼びかけるという意見もありました。これまで、交通ルールにつ

いては、「広報まつもと」やチラシを使って呼びかけてきましたが、なかなかすぐに効果が

でません。これからも、今回の意見を参考にして、粘り強く呼びかけていきます。 

   ・ 交通安全教室については、松本市でも保育園や幼稚園、高校生、高齢者を対象に開催して

います。大人の講習は、運転免許の書き換えのときに行うことが多かったのですが、警察署

や地区の交通安全協会と相談していきたいです。 

   ・ 外国語の看板について、松本には多くの外国人が観光などを目的に来ています。交通標

識に限らず、外国人に分かるように、様々な看板が必要になると思っています。 

   ・ 今回は、提言だけでなく、自分たちにできることの発表もありました。特に、音楽が大き



すぎるという意見もありましたが、同じように、イヤホンを使って自転車を運転すること

も良くないことです。みんなには、ルールを知り、守り、大人の手本になってほしいです。 

   ・ 運転するすべての人に対する思いやりをもち、お互いにゆずり合えるまちになれば、交

通事故・松本走りがないまちになると思います。 

 ⑷ ふり返り 

   提言終了後の委員会では、ふり返りを行い、次のような意見が出されました。 

 活動紹介グループ ごみ問題グループ 交通ルールグループ 

準 
 
 
 
 
 
 
 

備 

良
か
っ
た

こ
と 

  ・みんなで協力できた。 

直
す
べ
き
こ
と 

・大人と同じような意見

ばかりだったので、もう

少し子どもらしい意見を

出せれば良かった。 

・準備の日程が短かった。 

・本番前にもっと調整し

たい。 

・原稿作りを１人に任せ

きりにしてしまった。 

【改善策】 

・全員が責任感を持つよ

うにする。 

・打合せや練習、下調べは

余裕をもってやりたい。 

・練習が足りなかった。 

・原稿を作るのが遅かっ

た。 

【改善策】 

・余裕をもって行動する。 

本 
 

 
 

 

番 

良
か
っ
た

こ
と 

  ・分かりやすくできた。 

・１人１つは発表分担が

あったのが良い。 

直
す
べ
き
こ
と 

・言い間違いがあった。 

 

・はきはき、ゆっくり、伝

わりやすく言うことがで

きなかった。 

・発表までの準備不足が

目立った。 

・声が小さく、早口だった

ので、マイクがあっても

伝わりにくかった。 

・原稿ばかり見ていた。 

・読み間違いがあった。 

コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
思
っ
た
こ
と 

【ごみ問題について】 

・観光客だけではなく、松

本市民も「クリーン・シテ

ィ」だと思えるようなま

ちにしたい。 

・コメントの中には、自分

が知らなかったこと、気

付かなかったことがたく

さんあった。市や大人の

考えをもっと理解するた

めに勉強したい。 

【ごみ問題について】 

・公園のごみ箱をなくし、

ごみを自分で分別できる

まちになってほしい。 

・外から来た人だけでな

く、誰が見てもきれいな

まちにしたい。 

・市民がきれいにしてい

ることが大切だと思っ

た。 

【交通ルールについて】 

・看板ではなく別の方法

で交通ルールを外国人に

伝えるようにしたい。 

 



６ 市の施策への協力 

 ⑴ 松本市子どもにやさしいまちづくり委員会との意見交換会 

   松本市子どもの権利に関する条例に基づき、子どもにやさしいまちづくりを推進するために

活動している、「松本市子どもにやさしいまちづくり委員会」と、松本市子どもにやさしいまち

づくり推進計画について、意見交換を行いました。 

   子どもにやさしいまちづくりに関する施策のうち「子どもの権利の普及・学習への支援」「子

どもの相談・救済の充実」「子どもの意見表明・参加の促進」「子どもの居場所づくりの促進」の

４つにテーマを絞り、未来委員会の委員が、市の取組みをどれくらい知っているか、その取組み

についてどう感じているか、どうしたらもっと良くなるかを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 公共施設再配置計画に関する意見交換 

   市の契約管財課から、公共施設再配置計画について、未来委員会に意見を聞きたいという話

があったため、協力しました。 

   まず、公共施設や公共施設再配置計画について学習しました。 

 

 

【子どもの権利の普及・学習への支援】 

・ チラシなどに漫画が使ってあると、読みたくなる。 

・ 一方的に知らされるだけだとつまらない。条例について話し合う場があると良い。 

【子どもの相談・救済の充実】 

・ 電話や面談だけでなく、手紙でも相談してみたい。 

・ ＳＮＳなどを使うと、若い人の目にも留まる。 

【子どもの意見表明・参加の促進】 

・ まずは未来委員会の活動をもっと多くの人に知ってもらいたい。 

・ 未来委員会のようなものを広げる、増やす。 

【子どもの居場所づくりの促進】 

・ 公園は、周りに家があるので、できるスポーツが限られている。 

・ 公園の中でも、スポーツ専用と遊ぶ専用のスペースを分ければいい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、何の施設が一緒になると便利か、同じ建物の中にあっても大丈夫な施設は何と何か、自

分の住んでいる場所の近くにどんな場所があると便利か、計画を進める上で問題になりそうな

ことはどんなことかを話し合い、再配置計画について考えました。 

 
一緒だと便利な施設 

同じ建物の中でも 

大丈夫な施設 

近くにあると 

便利な施設 

問題に 

なりそうなこと 

み
ん
な
か
ら
の
意
見 

・バス停と公共施設 

・公民館と図書館 

・ラジコンができる

施設と公民館 

・芸術館と図書館 

・学校と病院 

・学校と児童館 

・学校とコンビニ

（コンビニから土地

代をもらう） 

・ショッピングモー

ルと図書館 

・地区にある体育館

と学校の体育館（１

つにする） 

・児童館と小さな子

が遊ぶ施設 

・病院、診療所 

・塾 

・児童館 

・便利に使える場所

（小さくてもいい） 

・建物を壊すことに

もお金がかかる 

・建物の数が減って

場所が遠くなる、不

便になる 

・工事の騒音 

・１つの施設に人が

たくさん集まってう

るさくなる 

   最後に、契約管財課から、まとめの話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 公共施設とは公民館や体育館、学校、保育園など、市民の税金で建てられた施設 

・ 公共施設の課題は、これから先、建物が古くなっていくことや、人口が減ってしまうこ

と、人口が減ることにより集められる税金が減ってしまうこと 

※ 2045年までに、年間２８億円ずつ税金が足りなくなっていくと計算されている。 

・ 公共施設の「再配置」とは・・・建物の機能や規模、場所などを見直す計画。計画を考

えるときには、みんなの希望をできるだけ叶えられること、子どもからお年寄りまで、み

んなが交流できる場所にすること、「いま」だけでなく将来の負担を考えることが大切 

・ 「再配置」の方法には、集約化と複合化がある。 

① 集約化  同じ敷地に、別々の建物をまとめること 

② 複合化  別々の建物にあった機能を１つの建物にまとめること 

 公共施設と公共施設を一緒にすることだけ考えてしまいますが、今回、公共施設とコンビニ

やショッピングモールとを一緒にする意見が出てきました。私たちだけで考えているときには

思いつかない意見だったと思います。 

 この計画は、３０年後の松本市を考えて作られています。３０年後には、みなさんは働いて

税金を払う立場になっていると思いますので、今日考えたことは、みなさんと無関係のことで

はありません。大人になって公共施設を使うとき、計画のことを思い出してほしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 次期委員会に向けた活動 

⑴ 第５期委員募集のチラシ作成 

   第１４回から１６回の委員会にかけて、次期委員募集に使用するチラシ作成を行いました。 

   第４期委員募集チラシを参考にしながら、小学生と中高生とでは、魅力を感じる活動内容が

違うので、小学生向けと中高生向け、別々でチラシを作った方が良いという意見があったので、

小学生と中高生とでグループに分かれて作成を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 完成したチラシは、３６～３７ページに掲載 

 ⑷ 委員会のルール作成 

   委員から、未来委員会にもルールがあった方が良いという意見があったことに基づき、委員

会のルールを作成しました。 

【小学生グループの意見・方向性】 

・ 文字を減らして、写真を増やした方が良い。イラストよりも、委員会の様子が分かる写真

を増やした方が良い。 

・ 活動内容は、なるべくたくさん書いた方が良い。 

・ 活動内容は、数をしぼって、内容が分かるように説明を書いた方が良い（「チャオ！バン

ビーニ」など）。 

・ チラシだけでなく、動画が作れると良い。 

・ ＱＲコード、委員のコメント、活動内容、保護者へのお願いは載せたい。 

・ タイトルと委員のコメントは手書きにして、他はパソコンで作成していく。 

【中高生グループの意見・方向性】 

・ 中高生が興味を持つものはどんなものかが難しい。ただ活動内容をたくさん書いても

「色々な活動をしていて楽しそう」とはならないと思う。 

・ 手書きも良いけれど、パソコンで打った文字でも良い。なるべく柔らかい雰囲気のフォン

トだと良い。委員からのコメントは手書きにする。 

・ 市民フォーラムなど内容が名前だけで伝わるものは、説明文を減らしてはどうか。 

・ 第４期の募集チラシを参考にしながら、「楽しい」だけでなく「会議などに真面目に取り

組んでいる」ことが分かる内容にしたい。 

・ 写真は、話合い（なるべく中高生が写っているもの）と提言の様子を載せる。 



   まず、必要だと思うルールを思い浮かぶだけ出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   続いて、似たようなルールを「話合いについて」「委員との関わり方」など項目に分けて整理

してはどうかという意見、委員が覚えやすいように数を減らしていくべきという意見に基づい

て考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

   以上により、次のようなルール案ができました。 

 

 

 

 

 

 

ここで、項目にわけてあると各項目のバランスが悪く見えることなどから、項目を外し、内容

が具体的になりすぎないように配慮しながら、内容を練り直し、ルールを完成させました。 

また、できあがったルールには、示しやすいようにタイトルをつけました。 

 

 

 

 

 

 

【未来委員会７箇条】 

１ 自分の考えを持つ 

２ 他の人の意見をしっかり聞く 

３ 互いを認め合う 

４ 積極的に取り組む 

５ コミュニケーションを大切にする 

６ 松本をよく知る 

７ 楽しく委員会に参加する 

・ 話合いには真剣に参加する。 

・ 積極的に委員会に参加する。／発言する。／遠慮せずに自分の意見を言う。 

・ ちょっとした事でもいいから自分の意見をもつ。 

・ 委員会に関係のないものは使用しない／スマホは話合いで使わない／スマホは最低限しか

使わない。 →それも子どもの過ごし方だから尊重すべき 

・ ゲーム類禁止（休み時間は可） 

・ コミュニケーションのために、休憩時間を大切にする。 

・ 時間を見て行動する、時間に余裕を持って行動する。 

・ 外で活動するときは、落ち着いて行動する。 

・ 文句や否定を言わない。 

・ 個性を認める。 

・ 項目は、「話合いについて」「委員とのかかわり方」「委員としての心構え」でどうか。 

・ 「委員としての心構え」は、話合いにも委員とのかかわり方にも共通している項目なの

で、「委員である上で」にしてはどうか。 

・ 話合いには、自分の意見を言うことだけでなく、相手の意見を聞くという両面が大切 

・ 「互いを尊重する」というルールは良いが、「尊重」という言葉を知らない子がいるかもし

れないので、「認め合う」にしてはどうか。 

・ 「時間厳守」の「厳守」はきつい言葉なので、「守る」にした方が良い。 

（話合いについて） 

・ 自分の考えを持つ  ・ 積極的に発言する  ・ 他人の意見をしっかり聞く 

（委員との関わり方） 

・ 互いを認め合う  ・ コミュニケーションを大切にする 

（委員である上で…） 

・ 時間を守る 



Ⅵ 先進都市との子ども交流事業 

１ 札幌市・奈井江町との子ども交流事業 

 ⑴ 趣旨 

   札幌市の歴史や風土を学んで視野を広げるとともに、将来の松本のまちのあり方を考える契

機とするため、子どもの権利条例に関する先進自治体である、北海道札幌市及び奈井江町の子

どもたちとまつもと子ども未来委員会の子どもたちとの交流事業を実施しました。 

 ⑵ 参加者 

   委員１０名（小学５年生～中学３年生） 

  ※ 札幌市、奈井江町、各１０名程度（小学５年生から高校３年生） 

 ⑶ 期間 

   ７月３１日（火）～８月３日（金） 

 ⑷ 事前・事後学習会 

   より有意義な交流事業とするため、松本市や札幌市の歴史等について学ぶ学習会を、次のと

おり開催しました。 

回 日 時 内  容 

１ 
５月２７日（日） 

9：00～12：00 

オリエンテーション、代表・副代表決め 

見学場所等やりたいことの検討 

２ 
６月１０日（日） 

10：00～12：00 
しおり作り（松本市・札幌市の学習） 

３ 
７月 ８日（日） 

10：00～12：00 

しおり作り（松本市・札幌市の学習） 

札幌駅前での松本市ＰＲティッシュ配りについて検討 

４ 
７月２２日（日） 

10：00～12：00 

完成したしおりの発表 

ＰＲティッシュ作り 

５ 
８月２６日（日） 

10：00～12：00 
まとめ、交流事業報告に向けた準備 

 ⑸ 内容 

期  日 内   容 

７月３１日（火） 移動日、札幌市内見学 

８月 １日（水） ３まち子ども交流事業 

・ 札幌市定山渓エリアについて学習、見学・体験 

・ 「定山渓をもっと楽しく、もっとみんなに伝えたい！」をテーマに、

意見交換、提言 

８月 ２日（木） 札幌市中央卸売市場・北海道大学博物館等見学 

８月 ３日（金） 北海道博物館見学、移動日 

 ⑹ 参加者感想文 

   ３８～５３ページのとおり 

 



 ⑺ 報告会 

   交流事業で学んだこと、交流をとおして考えた松本のまちづくりについて、未来委員会内で、

次のとおり発表・報告を行いました（報告に使用した模造紙は５３～５６ページのとおり）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ４日間で、市街地の散策や博物館や市場など、札幌市内を見学して学んできた。 

・ 札幌駅前では、ティッシュ配りを行い、松本市のことをＰＲしてきた。 

・ ２日目に行われた、札幌市と奈井江町の子どもたちとの交流事業では、札幌市の定山渓温泉

エリアのＰＲをテーマに、定山渓温泉のホテルや公園等の見学、カヌー体験をして、みんなで

意見交換をした。住んでいるまちが違うと、意見にも違いがあり、新しく気付くことがあった。 

・ ４日間で考えたことは、ＰＲについて。松本でも札幌でも、外国人観光客が増えている反面、

日本人観光客が減っているのではないかと思った。そこで、SNS を利用したりホームページの

内容を充実させたりすることで、日本人、特に若者の観光客が増え、観光地のさらなる発展に

つながるのではないかと考えた。 



２ 子どもの権利条約フォーラム 2018 in とちぎ 

 ⑴ 趣旨 

   「子どもの権利に関連した実践・経験の交流」「子ども同士そして子どもとおとなの交流やパ

ートナーシップの関係づくり」を目指し、毎年全国１箇所で開催されているフォーラムに、先進

都市の視察や子どもたちの交流を目的に、参加しました。 

 ⑵ 期日・内容 

期  日 内   容 

１１月３日（土・祝） 足利っ子わいわいフェスタ、全体会、交流会 

１１月４日（日） 分科会「とちぎに広がる『こどものまち』の素顔と未来」「子どもに

よる子どものための交流会」 

 ⑶ 会場 

   栃木県足利市 

 ⑷ 参加者 

   小学生５名 

 ⑸ 参加者の感想（一部） 

  ・ 全体会であった講演会のお話（テーマ：「子どもが生きる力」を守る～子どもの貧困と子ど

もの権利～）は、難しかったけれど、勉強になった。高校生くらいになれば、もっとよく分か

ると思う。 

 ・ 「こどものまち」が松本でもできれば良い。市民フォーラムの時に、イオンモールを会場に 

開催できれば盛り上がると思う。 

  



Ⅶ その他委員の興味・関心のある事業 

１ レゴブロックで作った世界遺産展 

  信濃毎日新聞社主催の「PIECE OF PEACE 『レゴブ 

ロック』で作った世界遺産展」において、「みんなで 

作る PEACE！未来に残したい信州のたからもの!!」の 

企画に参加しました。 

⑴ 期間（展示期間） 

 ５月１２日（土）～６月３日（日） 

⑵ 参加者 

  ５名（小学６年生～中学１年生） 

 ⑶ 内容 

   「未来に残したい信州のたからもの」の趣旨に 

合わせ、森林伐採や都市開発が進む中、国宝である松本城や日本アルプスの山々がいつまでも残

っていますようにと願いを込め、「いつまでも永遠に。。。松本城」と題し、山を背景にした松本

城をレゴブロックで作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学都松本フォーラム 

 ⑴ 趣旨 

   学都松本推進協議会からの依頼を受け、学都松本フォーラム分科会「楽しい学校ってどんな

ところ？」に参加しました。 

 ⑵ 内容 

   全国学力・学習状況調査の結果分析を踏まえ、どんな学校なら毎朝学校に行くのが楽しくな

るのか、などの意見を出し合い、「楽しい学校」に必要なものは何か、考えを深めていく。 

 ⑶ 参加者 

   ５名（小学５年生～中学生２年生） 

  



３ チャオ！バンビーニ 

 ⑴ 趣旨 

   まつもと市民芸術館主催の子ども向けイベント「チャオ！バンビーニ（ニャオ！バンビーニ）」

において、とびだす童話「ねこはしる」（演劇）の開演前パフォーマンスに出演し、私語や携帯

電話の使用禁止等、演劇鑑賞マナーを子どもにも分かりやすく、歌とダンスで伝えました。 

 ⑵ 参加者 

   ６名（小学５年生～中学２年生） 

 

  



 

  

Ⅷ 資料 



○ 第４期まつもと子ども未来委員会

青山飛眞、浅井悠衣華、阿部康介、市川真帆、糸井豊哲、井箟莉乃、内川和香、大槻幸貴、

小澤樺音、小野結羽、上條未翔、木島凜太郎、楠裕人、胡桃澤実彩、小手川悠人、澁谷綸、

菅原彩奈、鈴木柚葉、高田莉子、滝沢夏菜、滝澤智貴、千野大樹、中澤愛叶、永本涼夏、

永本夏樹、西沢知彦、根本怜奈、橋本昂賢、藤川翠、藤﨑悠理、古屋采音、宮島陸
1



未来委員会について

始まり

• 松本市子どもの

権利に関する条例

に基づいて設置

• 平成２７年１

月に発足して、今

年で４期目

目的

• 子どもにやさしい

まちづくりをさらに進

める

内容

• 学校、地域、年

代を越えて、市や

まちの課題につい

て学び、解決に向

けて話し合う

2



未来委員会のマーク

3



第４期の委員会について

 活動期間
平成３０年４月～３１年３月（１年間）

 委員
３２人（小学生１９人、中学生１２人、高校生１人）
このうち、１６人が、第３期から委員会を継続
委員は、全員公募！（学校からの推薦ではなく、自分で応募）

4

【委員会を継続している理由】



第４期のテーマ

松本をより良くして、
暮らしやすいまちにしたい。

観光客に
もっと来てもらいたい。

5



第４期の活動

学習会

•回数：これまでに１２回

•内容：松本市のごみ問題・交通につ

いて学習、話合い

学習会のほかに・・・

• ごみ拾い活動

•市議会の出前講座・議員さんとの意

見交換会

•市内見学会（２回：松本城、上高

地など）

6



第４期の活動 ～ごみ拾い活動～

7

 「ごみ拾い活動をしたい」
という委員の意見で始まる

 事前に、松本のごみ問
題について学習

 あがたの森周辺、パルコ
周辺、松本駅周辺の３
コースを自分たちで考え、
実施



第４期の活動 ～市議会出前講座～

8

 議員さんの仕事について学習

 議場見学

 「松本をもっと良くするには」をテーマに意見交換



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業

目的

•子どもの権利条例のあ

る自治体の子どもと交

流すること

•札幌市の歴史や風土

を学んで視野を広げ、

将来の松本のまちのあ

り方を考えるきっかけに

すること

参加者

•委員１０人（小学生

８人、中学生２人）

期間

•７月３1日（火）～

８月４日（金）

9



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業 事前学習会

より充実した交流にするため、事前学習会を行い、見学場所を決め、札幌
市や奈井江町、松本市の歴史や文化を調べ学習（しおり作り）

学習会を進めるなかで、 「札幌の人に

もっと松本に来てほしい」と思い、松本をPR

する紙を入れたティッシュを作成し、札幌駅

前で配ることに決めました。

10

▼完成した「しおり」（一部）



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業 ～松本のＰＲ～

 学習会で決めたことをもとに、札幌駅前でティッシュ配りを実施

 約１５０個のティッシュを配付

11

ぜひ松本に

遊びに来て

ください！



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業 ～見学した場所～

 さっぽろテレビ塔、旧北海道庁、卸売市場、ジャンプ台、札幌オリンピック
ミュージアム、北海道大学、北海道博物館 などなど…

12



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業 ～交流会～

 札幌市・奈井江町の子どもたちとの交流会

 テーマ ： 定山渓をもっと楽しく、もっとみんなに伝えたい！

 内容 ： 定山渓エリアの見学・アクティビティ体験、意見交換、提言

13

ＳＮＳの利用や
オリジナル手遊び
など、松本のPRに
参考になる意見
もありました。



札幌市・奈井江町との
子ども交流事業 まとめ

14
▲事後学習会でまとめた模造紙



提言について

活動をとおして気づいたこと

• 道にごみが多い、ポイ捨てが多い

• 車や自転車の事故が多い、危ない運転をしている

15

提言内容

• まちをきれいにしたい ＝

•事故をなくしたい ＝



➊ ごみ問題 提言の理由

あこがれのまちの姿

• 酒の容器・たばこな

ど、ポイ捨てをしない

まち

• ごみを出す量が少

ないまち

松本市のいま

• 自然が豊か

• 空気がきれい

• ごみ拾い活動をして

いる

• 道にごみ（ポイ捨

て）がある

• 県内で１人が１日

に出すごみの量が

一番が多い

どうしたらいいか？

• ポイ捨てを減らして、

きちんと分別して捨

ててもらうことで、ご

みの排出量を減ら

す。

• 特に、食べ歩きをし

ている人など、ポイ

捨てしやすい人に理

解してもらう。

16



17

➊ ごみ問題 【提言】



大人に

してほしいこと

• 海外での取組み（投票

箱型の吸殻入れを設

置）も参考にしながら、

ポイ捨てを減らしていって

ほしい。

• ごみを捨てるときは、分

別してほしい。

• リサイクルできるものは、

捨てずに再利用してほし

い。

自分たちでも

できること

• ポイ捨てが自分や環境

問題にどんな影響を与え

るのか理解する。

• 呼びかけやごみ拾い活

動に協力する。

• ３Rを広める。

• バッグなど、飽きてもすぐ

に捨てない。

まとめ

• ポイ捨て削減、ごみの削

減に取り組みましょう。

18

➊ ごみ問題 提言に加えて

▲ごみ拾い活動で拾ったごみ

(２時間の活動で、ごみ袋２袋分

集まりました。)



あこがれのまちの姿

• 交通事故がない・ゆ

ずり合う・「松本走

り」がないまち

松本市のいま

• 子どもが交通ルール

を守っている。

• 「スピード落とせ」など

の看板を立てている。

• 逆走、割り込み、

「松本走り」がある。

• 多国語表記の看板

が少ない。

どうしたらいいか？

• 大人も子どももマ

ナーを守ってもらえる

ようにする。

• 日本語がわからなく

てもマナーを守っても

らえるようにする。

19

➋ 交通ルール 提言の理由



20

➋ 交通ルール 【提言】



大人に

してほしいこと

• 車で音楽を聞くとき

の音量に注意して

ほしい。

• 「松本走り」はしない

でほしい。

自分たちでも

できること

• 良い交通ルールのお

手本を見せる。

• ルールを守っていな

い人に注意する。

まとめ

• 事故のない松本を

めざして、より良いま

ちにできるよう、協

力していきましょう。

21

➋ 交通ルール 提言に加えて



これまでの活動をとおして（まとめ）

22

ごみをなくす

環境を守る

松本の自然が

一層豊かになる

交通ルールを守る

安全なまちになる

観光客にも魅力的な「今よりもっといい松本」を作る！



23



 

２ 次期委員募集チラシ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来委員会は、松本市が抱えている課題やその解決策の話合いなどをしており、11月頃にその結果を発

表しています。 

 第 5期の活動期間は 2019年 4月から 2020年 3月までです。松本市内の様々な小・中・高校から集ま

り話し合いをしていく中で交友関係も深まり自分も成長できると思います。 

第 4 期では月 1，2 回集まって環境や交通ルールについて、市役所の方々に教えていただいて、話合い

や市議会議員と意見交換会を行い、市民のみなさんの前で、市長に提言しました。 

☆保護者の方へ☆ 

委員会に所属した場合、送迎などの協力が必要になる場合がございます。 

活動にご協力をお願い致します。 

貴方の意見が松本を変えます。 

一緒に楽しく活動しましょう！ 

会議中 

の様子 

市長提言 

の様子 

このチラシは、未来委員会の活動の周知と新規委員を募集するために中高生委員が自ら作成したものです。 

委員からのコメント！！ 

 

未来委員会の 

ホームページへ 

第 5 期まつもと子ども未来委員会の 

委員を募集します。 



 

３ 子ども交流事業参加者感想文 

































































 

  

４ 子ども交流事業報告模造紙 



 

  



 

  



 



５ 未来委員会初回アンケート結果（回答者数３５人中３０人） 

 ⑴ 属性 

  人数 割合(%) 

小学５年生 9  30.0  

小学６年生 11  36.7  

中学１年生 6  20.0  

中学２年生 1  3.3  

中学３年生 2  6.7  

高校２年生 1  3.3  

合  計 30  100.0 

 

 ⑵ 委員会に参加したきっかけ 

  人数 割合(%) 

楽しそうだったから 11  38.0  

お家の人にすすめられたから  5  17.2  

なんとなくやってみたかったから 4  13.8  

その他 9  31.0  

合    計 29  100.0  

  【「その他」の自由記述】 

   ・ 友達に誘われたから。 

   ・ 去年も参加していて楽しかったから。 

   ・ 政治や経済が好きだから。 

   ・ 新しいことにチャレンジしてみたかったから。 

 

 ⑶ 松本市への興味・関心 

  人数 割合(%) 

ある 19  63.3  

少しある 9  30.0  

あまりない 1  3.3  

ない 1  3.4  

合  計 30  100.0  

 

 

 

 

30.0 

36.7 

20.0 

3.3 

6.7 
3.3 

小学５年生 小学６年生 中学１年生

中学２年生 中学３年生 高校２年生

38.0 

17.2 
13.8 

31.0 

楽しそうだったから

お家の人にすすめられたから

なんとなくやってみたかったから

その他

63.3 

30.0 

3.3 

3.4 

ある 少しある あまりない ない



 ⑷ 人前で意見を言うことを恥ずかしいと思うか 

  人数 割合(%) 

そう思う 6  20.0  

時々思う 12  40.0  

あまり思わない 5  16.7  

全然思わない 7  23.3  

合  計 30  100.0  

 

 ⑸ 自分の言いたいことを言えないことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 5  16.7  

時々ある 10  33.3  

あまりない 9  30.0  

全然ない 6  20.0  

合  計 30  100.0  

 

 ⑹ 家庭で自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 14  46.6  

時々ある 9  30.0  

あまりない 5  16.7  

全然ない 2  6.7  

合  計 30  100.0  

 

 ⑺ 学校で、先生に自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 16  53.3  

時々ある 6  20.0  

あまりない 3  10.0  

全然ない 5  16.7  

合  計 30  100.0  

 

 

 

20.0 

40.0 

16.7 

23.3 

そう思う 時々思う

あまり思わない 全然思わない

16.7 

33.3 30.0 

20.0 

よくある 時々ある あまりない 全然ない

46.6 

30.0 

16.7 
6.7 

よくある 時々ある あまりない 全然ない

53.3 

20.0 

10.0 

16.7 

よくある 時々ある あまりない 全然ない



 ⑻ 地区で自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 8  27.6  

時々ある 11  38.0  

あまりない 5  17.2  

全然ない 5  17.2  

合  計 29  100.0  

 

 ⑼ 初回の委員会の感想 

  人数 割合(%) 

楽しかった 20  69.0  

まあまあ楽しかった 8  27.6  

あまり楽しくなかった 1  3.4  

楽しくなかった 0  0.0  

合  計 29  100.0  

  【自由記述（一部抜粋）】 

  ア 楽しかった 

   ・ これからこんなことをしていくんだとワクワクした。 

   ・ 松本市の事の話合いがたのしかった。 

  イ まあまあ楽しかった 

   ・ あまり小学生と話したりしないので、意見が聞けて楽しかったです。 

  ウ あまり楽しくなかった 

   ・ 雰囲気が固い。チームの話が進まない。 

 ⑽ 初回の感想（一部抜粋） 

  ・ 自分の考えをちゃんと言えた。 

  ・ 具体的な活動をもっとしたい。 

  ・ これから毎回頑張っていきたいです。 

  ・ 楽しかった。次の委員会も楽しみ。未来委員会に入ってよかったと思った。 

  ・ 子どもの権利について知れてよかった。オークションゲームがとても楽しかった。 

  ・ 言われた事をやっただけなので別にとても楽しかったというわけではないが、まあ普通だ

った。みんなの名前を早く覚えてなじめたらいいと思う。 

  ・ 友達も作れそうだし、とても楽しくて良かったです。これからさらに色んな事があるので、

良い都市になるように頑張りたいです。 

 

 

 

27.6 

38.0 

17.2 

17.2 

よくある 時々ある あまりない 全然ない

69.0 

27.6 

3.4 

楽しかった まあまあ楽しかった

あまり楽しくなかった 楽しくなかった



６ 未来委員会最終回アンケート結果（回答者数３２名中１６名） 

 ⑴ 属性 

  人数 割合(%) 

小学５年生 3  18.7  

小学６年生 8  50.0  

中学１年生 3  18.7  

中学２年生 1  6.3  

中学３年生 1  6.3  

高校２年生 0  0.0  

ひみつ 0  0.0  

合  計 16  100.0  

 

 ⑵ 委員会の感想 

  人数 割合(%) 

楽しかった 10  62.5  

まあまあ楽しかった 5  31.3  

あまり楽しくなかった 0  0.0  

楽しくなかった 1  6.2  

合  計 16  100.0  

  

  【感想自由記述（一部抜粋）】 

   ・ 色々な行事などがあり、進んで取り組めたから。 

   ・ いろんな意見が聞けたから。 

   ・ 松本市の未来を考えることは、とてもおもしろく、やりがいがあった。 

   ・ 沢山の仲間と出会えて、貴重な体験ができたから。 

 

  【初回との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7 

50.0 

18.7 

6.3 
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0.0 0.0 

小学５年生 小学６年生 中学１年生

中学２年生 中学３年生 高校２年生

ひみつ

62.5 

31.3 
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あまり楽しくなかった 楽しくなかった

69.0 

62.5 

27.6 

31.3 

3.4 

0.0 6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

初回

最終回

楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 楽しくなかった



 ⑶ 思い出深いこと（複数回答） 

  人数 割合(%) 

市長提言 9  26.5  

交流事業 6  17.6  

チャオ！バンビーニ 5  14.7  

ごみ拾い活動 4  11.8  

学習会 3  8.8  

市内見学会 3  8.8  

市議会との意見交換 3  8.8  

学都松本フォーラム 1  3.0  

その他 0  0.0  

合  計 34  100.0  

 

 

 ⑷ 委員会の回数について  

  人数 割合(%) 

多い 4  25.0  

ふつう 10  62.5  

少ない 2  12.5  

合 計 16  100.0  

 

 

 

 ⑸ 委員会の時間について 

  人数 割合(%) 

長い 2  12.5  

ふつう 14  87.5  

短い 0  0.0  

合 計 16  100.0  
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市長提言 交流事業

チャオ！バンビーニ ごみ拾い活動
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25.0 
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12.5 

多い ふつう 少ない
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87.5 

0.0 

長い ふつう 短い



 ⑹ 松本市への興味・関心 

  人数 割合(%) 

ある 9  56.3  

少しある 6  37.5  

あまりない 0  0.0  

ない 1  6.2  

合 計 16  100.0  

 

  【初回との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑺ 人前で意見を言うことを恥ずかしいと思うか 

  人数 割合(%) 

思う 2  12.5  

ときどき思う 5  31.2  

あまり思わない 4  25.0  

思わない 5  31.3  

合  計 16  100.0  

 

  【初回との比較】 
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 ⑻ 自分の言いたいことを言えないことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 2  12.5  

時々ある 8  50.0  

あまりない 4  25.0  

全然ない 2  12.5  

合  計 16  100.0  

 

  【初回との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑼ 家庭で自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 10  62.5  

時々ある 3  18.7  

あまりない 0  0.0  

全然ない 3  18.8  

合  計 16  100.0  

 

  【初回との比較】 
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 ⑽ 学校で、先生に自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 6  37.5  

時々ある 6  37.5  

あまりない 1  6.3  

全然ない 3  18.7  

合  計 16  100.0  

  

  【初回との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑾ 地区で自分の意見を言うことがあるか 

  人数 割合(%) 

よくある 5  31.3  

時々ある 5  31.3  

あまりない 3  18.7  

全然ない 3  18.7  

合  計 16  100.0  

 

  【初回との比較】 
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 ⑿ 第５期委員会に参加したいと思うか 

  人数 割合(%) 

思う 10  66.7  

少し思う 1  6.7  

あまり思わない 0  0.0  

思わない 4  26.6  

合  計 15  100.0  

 

  【継続意思自由記述】 

   ・ 楽しかったけど、部活などで行く機会が少なくなってしまった。 

   ・ このまま１年間で活動を終わらせてしまうのはもったいない。 

   ・ 自分の意見をたくさん言うことができて楽しい。 

   ・ いろんな人と交流できて楽しい。 

 

 ⒀ 委員会の感想等（自由記述、一部抜粋） 

  ・ みんなと話し合えることが楽しかった。 

  ・ たくさんの友達ができて嬉しかった。小学生と中高生は１人ずつペアを作るともっと良い。 

  ・ 今回は副委員長という大事な役割と担っていましたが、指示がよく通らないことがあった

ので、次は、副委員長にならなくても、グループの中等での指示はしっかり出せるようにした

いです。進行はわりと良くできたと思います。 

  ・ もっと地域のお祭りやイベントに参加（出店や企画の司会など）して、松本の方と交流する

と、もっと楽しく、面白くなると思う。 

 

７ 未来委員会保護者向けアンケート結果（回答者数３１名中１７名） 

 ⑴ 委員会の開催日程 

  人数 割合(%) 

現状で良い 10  58.8  

日曜日の午前が良い 1  5.9  

土曜日の午前が良い 2  11.8  

土曜日の午後が良い 0  0.0  

いつでも良い 3  17.6  

その他 1  5.9  

合  計 17  100.0  

  【「その他」自由記述内容】 

   ・ ４月から中学生になるため、土日どちらが良いか、まだ分かりません。 
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 ⑵ 委員会の回数 

  人数 割合(%) 

現状で良い 16  94.1  

増やした方が良い 0  0.0  

減らした方が良い 1  5.9  

合  計 17  100.0  

 

 

 ⑶ 開催場所 

  人数 割合(%) 

現状で良い 17  100.0  

他の場所が良い 0  0.0  

その他 0  0.0  

合  計 17  100.0  

 

 

 ⑷ 委員会に参加したことによる子どもの様子について 

  ア 変化の有無 

  人数 割合(%) 

あった 16  94.1  

特になかった 1  5.9  

合  計 17  100.0  

 

  イ 変化の内容（複数回答） 

  人数 割合(%) 

松本に興味・関心を持つようになった 13  35.2  

人前で発言することに慣れた 10  27.0  

家庭での会話が増えた 5  13.5  

学校行事等に積極的・自発的になった 5  13.5  

家庭や学校で暗い表情が増えた 0  0.0  

学校行事等に消極的になった 0  0.0  

その他 4  10.8  

合   計 37  100.0  
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  【「その他」自由記述内容（一部抜粋）】 

   ・ 学校で児童会での活動やこの委員会での活動で皆の 

前で話したりする事により抵抗がなくなったように見えます。 

   ・ いろんな事にチャレンジしようとするようになりました。（知っている人がいなくて

も）１人でも参加する事が増えました。 

   ・ いろいろな事をみんなで学ぶ中で、松本の事がどんどん好きになっていっています。他

の学校の子どもさんと一緒に活動できることも、とても良い事だと思います。 

 

 ⑸ その他感想、今後委員会に期待すること等（自由記述、一部抜粋） 

  ・ 中高生がもっと増えるといいなあ…。 

  ・ そんなに積極的な子ではないですが、本人なりに色々と考えて参加していたように思いま

した。 

  ・ 小学生の場合、学区外になると、親が連れて行かないといけなくなるので、仕事の時は、

休まないといけなくて、その辺を考えてくれれば、もっといろんな方が参加できると思いま

す。 

  ・ 今年度の市長への提言は、一般の人も大勢いる中での発表で、未来委員会の事を（存在や活

動を）広く知らしめることになったとともに、子ども達もより良いもの、きちんとした発表を

しなければならないと責任感が増して良かったと思う。今後もゴミ拾いや老人ホームへの訪

問や自転車に乗る人へのビラ配り（安全な運転）など、部屋で考えるだけでなく、いくつか活

動し、その効果を発表したり、それをしたことにより、市長へこうすると良いということがも

っと具体的に提言したりできるようになるのではないかと思いました。 

  ・ 松本への観光客（国内外問わず）の方や他の市町村から松本に派遣されている職員の方々

や、派遣されて帰ってきた松本市の職員の方々に、お話を伺える機会があれば、視点が変わっ

て、子ども達が松本について考える一助になるのかな…と。また、子ども達が作成したチラシ

を松本駅の観光案内所だけでなく、例えば市のＰＲパンフレットと一緒にはさみ込むなどし

て、交流事業で訪問する福岡や札幌にも置かせていただけると、良いかもしれないなと思い

ました。 
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まつもと子ども未来委員会のマークに子どもたちが込めた思い 

① 松本を大切にしたい（手の中に松本市） 

② 笑顔でいっぱいにしたい 

③ 松本の自然（山・太陽）を描きました 

 


